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● 全国47都道府県にある教会と、牧師・教会リーダーのご家庭を覚え、主の祝福が注がれますよう
に覚えてお祈りください。

● 第１期巡回講演地域（関東・中部・関西）を特に覚え、地域リバイバルのためにお祈りください。

● 第2期10月～11月の巡回講演の準備を覚えて

 ・  スティーブンス・栄子のイスラエル在住18年の体験から、聖書預言が実現していることについてのメッセージ
を、初めての方にも理解しやすくお伝えします。第２期は「神のマスタープランプロジェクト」として、さらに
一人でも多くの方に、神の計画の全体像をお伝えしていく準備を進めています。

 ・ 訪問する教会が、イスラエルの民族的救いのために祈る必要性を覚え、主のご再臨に備えた信仰が与えら
れていきますように。また、クリスチャンとしての生き方のゴールと軸が明確にされ、さらに生き生きとした
信仰生活の励ましとなりますように。

主と共に手を携えつつ
神のマスタープランを伝える

祈りの課題

編集後記

　今月も感謝を込めてごあいさつ申し上げます。

　先日、車で帰宅途中に歩道を歩いている80代ぐらいの老夫婦が視界に飛び込んできました。
車で通り過ぎる数秒間でしたが、老夫婦の表情や服装、お二人がしっかりと手を握り合って歩
いている姿が鮮明に残りました。お散歩をしている様子で、お二人の穏やかな表情から想像が
広がりました。ウォーキングや散歩は通常、健康のために行うことが多いのですが、その老夫
婦の目的は「一緒に歩く」ことだったのではないかと思えたのです。二人で手をつないで一緒に
歩き、一緒に過ごす時間をつくりたかったのではなかったのかなと。ただ並んで歩くだけではな
く、手をつないで歩いていた姿に、お互いを大切に思い合っていることが伝わりました。

　その時、このみことばを思い出しました。
  「神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに世を愛された。それは御子を信じる者が、
一人として滅びることなく、永遠のいのちを持つためである。神が御子を世に遣わされたのは、
世をさばくためではなく、御子によって世が救われるためである。」ヨハネの福音書3章16 ～17節

 　天の父が、御子イエスを世に遣わしてくださった愛は、想像を絶する愛でした。それは、
ちっぽけな私たち人間の命を一人として失いたくないという命を懸けた愛でした。神のために
私たちが何かをすることを求めておられるのではなく、ただただ、私たちを愛してくださいまし
た。そして、神を礼拝し、神を愛し、神と共に歩むことを喜びとしてくださいます。
　あなたと一緒にいたい、一緒に生きたい、一緒に喜びたい、あなたが悲しんでいる時には一
緒に泣きたいのだと、私たちの主はそのような愛を表してくださいました。先の、手をつないで
歩いていた老夫婦を通して、主はそのように語り掛けてくださったように感じました。

　神はひとり子をお与えになったほどに私たちを愛してくださっています。さらに、私たち教会
をキリストの花嫁として迎えに来ようと計画されています。そしてオメガは、神のマスタープラ
ンを日本全国の方々へお伝えしていきたいと願っています。神の愛である神のマスタープラン
を伝える器として、神の国の実現、神の栄光のために用いられますようお祈りください。これか
らも共に、愛する主が再び来られる日を待ち望んでまいりたいと思います。

　皆様お一人おひとりの上に主の大いなる祝福が注がれますように。また、仕える教会と地域
の上に御国が来ますように。
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イスラエルの民と
教会の受ける最高の祝福

Omega Japan

次号に詳細をお知らせいたします。どうぞ覚えてお祈りください。
オメガバイブルスタディーツアー「イスラエル・ヨルダンツアー」来年2月予定！ 企画準備中！

 ・ 中国語翻訳プロジェクト
　「日本～アジア～イスラエルへ愛を込めて」
　 5月、東京中央教会の伝道大会において、オメガ小冊子

『聖書預言はどう実現しているのか』が、聖書と共に無料
配布されました。皆様のお祈りとご支援を感謝いたします。

 ・ 協力団体  新生宣教団

大阪北部地震に続き、「平成30年7月豪雨」で
被災されたすべての方々、教会に神様の守りと力
とが絶え間なく与えられますよう心よりお祈り
申し上げます。救援活動、復興活動が速やかに
進みますように。被災地の教会が守られ、周辺
の方々を慰め励まして差し上げられる機会が
ございますように。「神は、どのような苦しみの
ときにも、私たちを慰めてくださいます。それで
私たちも、自分たちが神から受ける慰めによって、
あらゆる苦しみの中にある人たちを慰めること
ができます（Ⅱコリ1:4）」　　　　  （細井浩子）



わたしは彼らの背信を癒やし、喜びをもって彼らを愛する。
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モーセの幕屋のレプリカ（イスラエル）
モーセや大祭司のような仲介者が
民の罪を贖うための儀式を行っていた

『民に向かって律法を読むエズラ』
ポール・ギュスターヴ・ドレ画

（1866年）

レバノン杉
イスラエルのユリの花

エルサレムの町

『エジプトのイスラエル人』エドワード・ポインター画（1867年）

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。
イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、
B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan
理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズを設立。現在は、アメリカに拠点
を移し、講演や執筆活動など聖書教師として活動。

スティーブンス・栄子

イスラエルの民と
教会の受ける最高の祝福

ⓒBenutzer:Mpeylo
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これらを実現することが、主の再臨の備えをすることにつながると
信じて、全力でキリストの体である教会にお仕えしてまいります。

知る

祈る

つながる

伝える

創世記から黙示録を貫く、神のマスタープラン（人類救済計画）を知る。
また、神の日時計であるイスラエルの歴史を軸に、聖書預言の成就を学び、
今がどんな「時」なのかを知る。

神のマスタープランと「時」を知ることにより、
教会（キリストの体）が今の時代における役割を担い、
日本、アジア、イスラエル、そしてすべての国々の救いのために祈る。

キリストの体である教会に、日本、アジア、イスラエル、
そしてすべての国々から召し出された神の民が、
真の一致をもってつながる。

神のマスタープランとイスラエルの平和のために祈る重要性を伝える。
そして、イエス・キリストが再び地上に来られるという「再臨の福音」を、
すべての人々に伝える。

ⓒRuk7

ⓒshutterstock.com

アブラハムの子孫である
イスラエルの民と教会

神様は、出エジプト記6章2節から
7節で、モーセにこのような預言をな
さいました。

神はモーセに語り、彼に仰せられた。
「わたしは主である。わたしは、アブラ
ハム、イサク、ヤコブに全能の神とし
て現れたが、主という名では、彼らに
わたしを知らせなかった。わたしはま
た、カナンの地、彼らがとどまった寄
留の地を彼らに与えるという契約を彼
らと立てた。今わたしは、エジプトが
奴隷として仕えさせているイスラエル
の子らの嘆きを聞き、わたしの契約を
思い起こした。それゆえ、イスラエル
の子らに言え。『わたしは主である。わ
たしはあなたがたをエジプトの苦役か
ら導き出す。あなたがたを重い労働か
ら救い出し、伸ばされた腕と大いなる
さばきによって贖う。わたしはあなた
がたを取ってわたしの民とし、わたし

地のすべての部族は、あなたによって
祝福される」と言われた約束を、イエス・
キリストを信じることによって、相続
しています。ローマ人への手紙8章14
節で、「神の御霊に導かれる人はみな、
神の子どもです」と約束された祝福を受
け、神の子とされたのです。そして教
会は、キリストの花嫁となるという想
像を絶する祝福を頂いています。

エペソ人への手紙5章28節から32
節では、キリストと教会についての偉
大な奥義が知らされています。「……夫
たちも、自分の妻を自分のからだのよ
うに愛さなければなりません。自分の
妻を愛する人は自分自身を愛している
のです。いまだかつて自分の身を憎ん
だ人はいません。むしろ、それを養い
育てます。キリストも教会に対してそ
のようになさるのです。私たちはキリ
ストのからだの部分だからです。『それ
ゆえ、男は父と母を離れ、その妻と結
ばれ、ふたりは一体となるのである。』
この奥義は偉大です。私は、キリスト
と教会を指して言っているのです」

私たち教会は、神様と親子の関係と
なる祝福を頂き、神様と個人的交流を
しています。一方、イスラエルの民は、
神様との民族的交流をもっています。

はあなたがたの神となる。あなたがた
は、わたしがあなたがたの神、主であり、
あなたがたをエジプトでの苦役から導
き出す者であることを知る』」

イスラエルの民は、アブラハム、イ
サク、ヤコブの子孫であり、神様の民
として、約束の地が与えられた選民で
す。神様がエジプトで奇跡を行われ、
当時の最強国エジプトから、奴隷であっ
た彼らを連れ出し、エジプトの苦役か
ら導き出された選民です。その数は
250万人から300万人であったと言わ
れています。

一方の教会は、アブラハム、イサク、
ヤコブの子孫ではなく、アブラハムの
子孫です。ガラテヤ人への手紙3章29
節で、「あなたがたがキリストのもので
あれば、アブラハムの子孫であり、約
束による相続人なのです」と書かれてい
ます。神様が創世記12章3節でアブラ
ハムに、「わたしは、あなたを祝福する
者を祝福し、あなたを呪う者をのろう。
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民族全体としての交流ですから、モー
セや大祭司のような仲介者が立てられ、
民族全体の罪の赦しを願います。民族
の者たちが罪を犯せば、全民族が罰を
受けます。

イスラエルの民と
神様の関係

イスラエルの民は、父なる神様の花
嫁です。彼らは偶像の国エジプトに約
430年間住み、多くの神々にそれぞれ
の役割があることを知りました。そこ
で彼らは、イスラエルの神様は奴隷解
放の役割、バアル神は雨を降らせる役
割、アシェラ神は子宝を授ける役割と
いう風にとらえたのかもしれません。
このように偶像礼拝を行ってきたイス
ラエルの民に対し、神様は預言者ホセ
アにこう仰せられました。「行って、姦
淫の女と姦淫の子らを引き取れ。この
国は主に背を向け、淫行にふけってい
るからだ（ホセア1:2）」。イスラエルの
神様は、「あなたは、ほかの神を拝んで
はならない。主は、その名がねたみで
あり、ねたみの神であるから（出エジ 
34:14）」とおっしゃっています。神様
は、御自身の花嫁であるイスラエルの
民が偶像礼拝していることに心を痛め

られ、その痛みを訴える役割をホセア
に担わせ、神様と同じような思いをホ
セアに経験させました。

北イスラエル王国と
南ユダ王国

エゼキエル書23章では、北イスラ
エル王国の首都サマリヤを姉のオホ
ラ、南ユダ王国の首都エルサレムを妹
のオホリバと呼び、姦通するこの姉妹
について神様が怒っておられます。オ
ホラは隣国のアッシリヤ人を恋い慕っ
たゆえ、神様が彼女をアッシリヤに手
渡されました（5 ～ 9参照）。それによ
り、北イスラエルは、紀元前722年に
アッシリヤの捕囚となりました。そし
て、妹のオホリバは姉よりさらにひど
い姦通をし、カルデヤ人、バビロンを
一目見て恋したことが記されています

（14 ～ 18参照）。こうして南ユダも敵
の国々の捕囚となり、バビロンに連れ
ていかれました。

バビロンの捕囚となった南ユダは、
ここで初めてモーセの律法で「他の
神々を拝んではならない」と命じられ
ていたことに気付きました。そしてバ
ビロンの地で多くの律法学者が生まれ
ます。彼らによって、イスラエルの
民は律法を学び、律法のおきてを破る
ことがないようにと導かれていきまし
た。バビロン崩壊後は、メド・ペルシャ
のクロス王によって元の地に戻る祝福
を受け、預言者であり律法学者である
エズラを先頭に、イスラエルの神様
を信じる者となって帰還を果たしたの
です。

帰還した民は、第二神殿の再建を開
始しました。契約の箱はありませんで
したが、契約の箱ご自身であるイエス・
キリストが第二神殿に現れてください
ました。そして、イエス・キリストの
十字架の死を通して、イエス様を信じ
るすべての人々に神様の最高の祝福が
行き届きました。信じる者すべてが神
の子となってキリストの花嫁となるよ
うにされたのです。

キリストを拒否した
イスラエルの民

イエス様の時代、宗教指導者である
律法学者の大きな過ちによって、イス
ラエルの民はイエス・キリストを彼ら
のメシアであると信じることができま
せんでした。イエス様は、「見よ。おま
えたちの家は、荒れ果てたまま見捨て
られる（マタ23：38）」と嘆かれ、彼ら
の世界離散を預言されました。続くマ
タイの福音書24章では、「それゆえ、
預言者ダニエルによって語られたあの

『荒らす忌まわしいもの』が聖なる所に
立っているのを見たら──読者はよく
理解せよ──ユダヤにいる人たちは山
へ逃げなさい。屋上にいる人は、家に
ある物を取り出そうとして下に降りて
はいけません。畑にいる人は上着を取
りに戻ってはいけません（15 ～ 18）」
と警告しておられます。

この箇所では、終わりの日にイスラ
エルの民が世界離散からイスラエルに
帰還していることが分かります。そし
て、反キリストが現れたら、着のみ着
のまま逃げるようにという指示がなさ
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● 全国47都道府県にある教会と、牧師・教会リーダーのご家庭を覚え、主の祝福が注がれますよう
に覚えてお祈りください。

● 第１期巡回講演地域（関東・中部・関西）を特に覚え、地域リバイバルのためにお祈りください。

● 第2期10月～11月の巡回講演の準備を覚えて

 ・  スティーブンス・栄子のイスラエル在住18年の体験から、聖書預言が実現していることについてのメッセージ
を、初めての方にも理解しやすくお伝えします。第２期は「神のマスタープランプロジェクト」として、さらに
一人でも多くの方に、神の計画の全体像をお伝えしていく準備を進めています。

 ・ 訪問する教会が、イスラエルの民族的救いのために祈る必要性を覚え、主のご再臨に備えた信仰が与えら
れていきますように。また、クリスチャンとしての生き方のゴールと軸が明確にされ、さらに生き生きとした
信仰生活の励ましとなりますように。

主と共に手を携えつつ
神のマスタープランを伝える

祈りの課題

編集後記

　今月も感謝を込めてごあいさつ申し上げます。

　先日、車で帰宅途中に歩道を歩いている80代ぐらいの老夫婦が視界に飛び込んできました。
車で通り過ぎる数秒間でしたが、老夫婦の表情や服装、お二人がしっかりと手を握り合って歩
いている姿が鮮明に残りました。お散歩をしている様子で、お二人の穏やかな表情から想像が
広がりました。ウォーキングや散歩は通常、健康のために行うことが多いのですが、その老夫
婦の目的は「一緒に歩く」ことだったのではないかと思えたのです。二人で手をつないで一緒に
歩き、一緒に過ごす時間をつくりたかったのではなかったのかなと。ただ並んで歩くだけではな
く、手をつないで歩いていた姿に、お互いを大切に思い合っていることが伝わりました。

　その時、このみことばを思い出しました。
  「神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに世を愛された。それは御子を信じる者が、
一人として滅びることなく、永遠のいのちを持つためである。神が御子を世に遣わされたのは、
世をさばくためではなく、御子によって世が救われるためである。」ヨハネの福音書3章16 ～17節

 　天の父が、御子イエスを世に遣わしてくださった愛は、想像を絶する愛でした。それは、
ちっぽけな私たち人間の命を一人として失いたくないという命を懸けた愛でした。神のために
私たちが何かをすることを求めておられるのではなく、ただただ、私たちを愛してくださいまし
た。そして、神を礼拝し、神を愛し、神と共に歩むことを喜びとしてくださいます。
　あなたと一緒にいたい、一緒に生きたい、一緒に喜びたい、あなたが悲しんでいる時には一
緒に泣きたいのだと、私たちの主はそのような愛を表してくださいました。先の、手をつないで
歩いていた老夫婦を通して、主はそのように語り掛けてくださったように感じました。

　神はひとり子をお与えになったほどに私たちを愛してくださっています。さらに、私たち教会
をキリストの花嫁として迎えに来ようと計画されています。そしてオメガは、神のマスタープラ
ンを日本全国の方々へお伝えしていきたいと願っています。神の愛である神のマスタープラン
を伝える器として、神の国の実現、神の栄光のために用いられますようお祈りください。これか
らも共に、愛する主が再び来られる日を待ち望んでまいりたいと思います。

　皆様お一人おひとりの上に主の大いなる祝福が注がれますように。また、仕える教会と地域
の上に御国が来ますように。

2018年8月恵日
                                                                                      一般社団法人オメガ・ジャパン

代表  横田 聖子
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00900-7-313674
【他の金融機関からの振込】
店名：〇九九（ゼロキュウキュウ）　当座　0313674

■三菱東京ＵＦＪ銀行　
玉造支店　　普通　0125795

■みずほ銀行　
天満橋支店　普通　1337738

■三井住友銀行　
玉造支店　　普通　6695584 〒540-0004 

大阪府大阪市中央区玉造2-26-47 大阪クリスチャンセンター4階
Tel＆Fax：06-6777-2117　E-mail：info@omega.or.jp
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次号に詳細をお知らせいたします。どうぞ覚えてお祈りください。
オメガバイブルスタディーツアー「イスラエル・ヨルダンツアー」来年2月予定！ 企画準備中！

 ・ 中国語翻訳プロジェクト
　「日本～アジア～イスラエルへ愛を込めて」
　 5月、東京中央教会の伝道大会において、オメガ小冊子

『聖書預言はどう実現しているのか』が、聖書と共に無料
配布されました。皆様のお祈りとご支援を感謝いたします。

 ・ 協力団体  新生宣教団

大阪北部地震に続き、「平成30年7月豪雨」で
被災されたすべての方々、教会に神様の守りと力
とが絶え間なく与えられますよう心よりお祈り
申し上げます。救援活動、復興活動が速やかに
進みますように。被災地の教会が守られ、周辺
の方々を慰め励まして差し上げられる機会が
ございますように。「神は、どのような苦しみの
ときにも、私たちを慰めてくださいます。それで
私たちも、自分たちが神から受ける慰めによって、
あらゆる苦しみの中にある人たちを慰めること
ができます（Ⅱコリ1:4）」　　　　  （細井浩子）
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